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自
社
の
抱
え
て
い
る
物
流
リ
ス
ク
を
保
険

を
通
じ
て
明
ら
か
に

　
村
山
氏
は
海
難
事
故
が
全

世
界
で
引
き
続
き
数
多
く
発

生
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

最
近
は
荷
主
と
運
送
人
の
関

係
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
あ
ま

り
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

リ
ス
ク
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
生
じ
て
い
る
と
し
た

上
で
、
各
種
海
難
事
故
に
つ

い
て
説
明
。
「
コ
ン
テ
ナ
船

が
船
舶
量
に
占
め
る
割
合
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
一

方
、
コ
ン
テ
ナ
船
に
は
荷
主

に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
重
量
や
危

険
品
等
の
申
告
の
不
備
な
ど

で
重
大
な
海

難
事
故
に
つ

な
が
る
リ
ス

ク
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。

　
ま
た
、

「
座
礁
や
最

近
頻
発
し
て

い
る
コ
ン
テ

ナ
船
火
災
事

故
は
荷
主
の

適
切
な
申
告

が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と

が
原
因
と
見

ら
れ
る
ケ
ー

ス
も
多
く
、
荷
主
と
し
て
の

責
任
を
問
わ
れ
た
場
合
、
莫

大
な
損
害
賠
償
請
求
を
受
け

る
可
能
性
も
あ
り
得
る
。
コ

ン
テ
ナ
船
は
大
型
化
が
進
ん

で
お
り
、
荷
主
に
非
が
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
共
同
海
損

を
含
む
本
船
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
る
リ
ス
ク
は
増
大
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
、
リ
ス
ク

を
知
り
、
有
事
に
対
応
で
き

る
よ
う
適
切
な
保
険
に
加
入

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
次
に
、
国
際
輸
送
に
お
け

る
リ
ス
ク
と
、
そ
れ
ら
に
対

応
す
る
保
険
を
示
し
た
。
例

え
ば
、
梱
包
不
良
で
化
学
品

が
漏
れ
、
ヤ
ー
ド
設
備
を
汚

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
賠
償

責
任
リ
ス
ク
に
対
し
て
は
、

「C
arg
o O
w
n
er's E

r

ro
rs &

 O
m
issio

n
s 

L
ia
b
ility In

su
ra
n

ce

」
で
備
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
他
、
重
量
の
申

告
手
続
き
を
誤
り
、
積
戻
し

費
用
が
発
生
し
た
と
い
っ
た

各
種
費
用
・
利
益
を
カ
バ
ー

す
る
に
は
特
約
「E

x
tra 

E
x
p
en
se for E

rrors 

an
d O
m
ission

s

」

が

あ
る
と
説
明
し
た
。

　
ま
と
め
と
し
て
、
「
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
す
る
前
に
、
自

社
が
物
流
で
抱
え
て
い
る
リ

ス
ク
を
、
現
在
手
配
し
て
い

る
保
険
の
内
容
を
精
査
す
る

こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
く

と
と
も
に
、
貿
易
タ
ー
ム
に

つ
い
て
手
続
き
で
は
な
く
、

リ
ス
ク
論
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

改
正
商
法
で
は
荷
送
人
の
運
送
人
に
対
す

る
危
険
物
申
告
義
務
違
反
の
規
定
が
新
設

　
山
口
氏
は
ま
ず
、
改
正
商

法
に
触
れ
、
「
商
法
は
基
本

的
に
国
内
運
送
の
規
程
だ

が
、
国
際
運
送
と
国
内
運
送

は
相
互
に
関
わ
り
合
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
正

で
は
、
共
通
の
規
程
を
変
更

す
る
、
あ
る
い
は
国
内
運
送

の
規
定
を
国
際
運
送
に
も
適

用
す
る
と
い
っ
た
複
雑
な
様

相
を
呈
し
て
い
る
」
と
し
、

改
正
商
法
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
交
え
な
が
ら
、
荷
主
と
運

送
人
の
責
任
範
囲
に
つ
い

て
、
Ｈ
ａ
ｇ
ｕ
ｅ
　
Ｖ
ｉ
ｓ

ｂ
ｙ
　
Ｒ
ｕ
ｌ
ｅ
ｓ
と
国
際

海
上
物
品
運
送
法
を
中
心
に

解
説
し
た
。

　
運
送
中
に
事
故
が
起
こ
っ

た
と
き
に
、
荷
主
が
運
送
人

に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
に

当
た
っ
て
立
証
す
る
必
要
が

あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

「
船
積
み
時
に
貨
物
が
正
常

な
状
態
だ
っ
た
こ
と
を
荷
主

が
立
証
す
る
助
け
と
な
る
の

が
、
国
際
海
上
物
品
運
送
法

７
条
１
項
３
号
で
、
船
積
み

時
の
外
部
か
ら
認
め
ら
れ
る

運
送
品
の
状
態
を
船
荷
証
券

に
記
載
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
る
」
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
同
法
９
条
で
は
、

「
運
送
人
は
、
船
荷
証
券
の

記
載
が
事
実

と
異
な
る
こ

と
を
も
っ
て

善
意
の
船
荷

証
券
所
持
人

に
対
抗
す
る

こ
と
が
で
き

な
い
」
と
規

定
し
て
お

り
、
船
荷
証

券
に
外
装
上

良
好
な
状
態

で
受
領
さ
れ

た
（
船
積
み

さ
れ
た
）
と

記
載
さ
れ
て

い
れ
ば
、
運
送
人
は
荷
主
に

対
し
て
、
貨
物
受
領
時
に
既

に
破
損
し
て
い
た
と
言
う
こ

と
は
で
き
な
い
と
し
、
「
荷

主
は
同
法
７
条
１
項
３
号
、

同
法
９
条
と
荷
揚
げ
地
で
貨

物
が
壊
れ
て
い
る
こ
と
を
も

っ
て
運
送
中
に
貨
物
が
損
害

を
被
っ
た
こ
と
を
立
証
で
き

る
」
と
話
し
た
。

　
加
え
て
、
同
法
７
条
は
改

正
商
法
の
７
５
８
条
、
同
法

９
条
は
改
正
商
法
の
７
６
０

条
に
移
転
す
る
と
述
べ
た
。

　
損
害
賠
償
金
額
に
つ
い
て

は
、
国
際
海
上
物
品
運
送
法

第
12
条
の
２
で
、
運
送
品
の

損
害
賠
償
額
は
到
達
地
の
価

格
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
と
し
た
上
で
、
運
送
人

は
貨
物
の
到
達
地
で
の
価
格

を
賠
償
す
れ
ば
よ
く
、
例
え

ば
、
貨
物
の
損
壊
に
よ
っ
て

生
じ
る
工
場
の
不
稼
働
損
害

や
、
廃
棄
物
処
理
費
用
と
い

っ
た
派
生
損
害
に
つ
い
て
は

責
任
を
負
わ
な
い
と
述
べ

た
。
ま
た
、
改
正
商
法
の
成

立
後
、
国
際
海
上
物
品
運
送

法
第
12
条
の
２
は
国
際
海
上

物
品
運
送
法
第
８
条
に
な
る

と
説
明
し
た
。

　
商
法
の
改
正
に
関
し
て

は
、
改
正
商
法
で
は
荷
送
人

の
運
送
人
に
対
す
る
危
険
物

申
告
義
務
違
反
は
推
定
さ
れ

た
過
失
責
任
と
解
釈
さ
れ
、

陸
上
、
海
上
、
航
空
運
送
を

問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
と
し
、

「
過
失
責
任
と
い
え
ど
も
、

責
任
を
免
れ
る
た
め
に
注
意

義
務
を
尽
く
す
必
要
が
あ

る
。
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
は
通
常
過

失
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
外
国
で
は
責
任
を
負
わ

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
荷
受
人
の
権
利
に

関
す
る
規
律
（
商
法
第
５
８

２
条
第
２
項
、
第
５
８
３
条

第
１
項
）
は
、
①
荷
受
人
は

運
送
品
が
到
達
地
に
到
着

し
、
ま
た
は
運
送
品
の
全
部

が
滅
失
し
た
と
き
は
運
送
契

約
に
よ
っ
て
生
じ
た
荷
送
人

の
権
利
と
同
一
の
権
利
を
取

得
す
る
②
①
の
場
合
に
お
い

て
、
荷
受
人
が
運
送
品
の
引

き
渡
し
、
ま
た
は
そ
の
損
害

賠
償
の
請
求
を
し
た
と
き

は
、
荷
送
人
は
、
そ
の
権
利

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
―
と
あ
ら
た
め
ら
れ
る
と

し
た
。

　
こ
の
他
、
複
合
運
送
契

約
、
複
合
運
送
証
券
、
海
上

運
送
状
に
関
し
て
設
け
ら
れ

た
規
律
に
つ
い
て
解
説
。

「
改
正
商
法
は
近
く
発
効
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
注
意

を
怠
ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

多くの関係者が参加した

　
東
京
海
上
日
動
と
イ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
　
Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ
は
５
月
24
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
東
京
海
上
日
動
ビ
ル
新
館
で
「
荷

主
と
運
送
人
の
責
任
範
囲
～
荷
主
（
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
）
の
立
場
に
お
け
る
賠
償

～
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
第
一
部
で
は
、
東
京
海
上
日
動

総
合
営
業
第
二
部
商
社
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
第
一
室
の
村
山
進
午
課
長
が
「
新

た
な
リ
ス
ク
へ
の
対
応
」
と
題
し
て
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
を
踏
ま
え
、
具
体
的

な
事
故
実
例
等
を
参
考
に
外
航
貨
物
保
険
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
第
二
部
で

は
、
５
月
18
日
に
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
た
運
送
に
関
連
す
る
取
引

規
定
を
見
直
す
改
正
商
法
の
法
制
審
議
会
委
員
を
務
め
た
岡
部
・
山
口
法
律

事
務
所
の
山
口
修
司
弁
護
士
が
「
荷
主
と
運
送
人
の
責
任
範
囲
」
と
題
し
て

荷
主
と
運
送
人
の
責
任
関
係
な
ど
を
説
明
し
た
。

荷
主
と
運
送
人
の
責
任
範
囲
で
セ
ミ
ナ
ー

改
正
商
法
へ
の
注
目
促
す
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荷
送
人
の
危
険
物
申
告
義
務
な
ど
解
説

山口氏 村山氏


